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ごうちゃんねる（GO-CHANNEL）      2022/11/07 

バイブルの真実シリーズ 

＃5前編「人はいつから人なのか？」 

〈 経口中絶薬と すぐそこにやって来る暗黒世界 〉 

東住吉キリスト集会 高原 剛一郎 氏 
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お元気ですか。高原剛一郎です。今日はバイブルの真実シリーズ第 5 弾。 

今日のテーマは『神はDNA の設計図に基づいて私たちの体をデザインされた』。 

それが聖書に出て来るんですね。それをご紹介します。 

 

その前に、少しご紹介したい話があります。 

皆さんは “プロライフ”“プロチョイス” という言葉をご存知でしょうか。 

この “プロ” はプロフェッショナルの意味ではありません。賛成という意味です。 

プロライフは命に賛成。命はどんなことがあっても殺めてはならない。 

プロチョイスは選択に賛成。中絶手術に対する立場の違いを表しているのです。 

 

★プロチョイスは中絶の権利を選択することに賛成です。 

なぜ賛成なのかというと、人間には基本的に自己決定権がある。 

男性に自己決定権があるように、女性にも当然ある。だって同じ人間だから。 

 

出産に関しては、女性は産む当事者だ。だから、産むか産まないかの決定権が産む本人にあるのは

当然ではないか。産むという権利だけではなく、産まない/中絶という権利も認めるべきだ。 

もし中絶を禁止するなら、出産は女性に対して強制になる。これは自己決定権でなくなってしまう。 

 

この考えが出て来る背景の中には、色んな意味で出産に伴うリスクを、女性のほうが男性よりも多

く背負うという面があったと思いますね。 

赤ちゃんを産むことによって社会進出のチャンスを失うリスク。 

そして何よりも、産むことで逃げることができないんです。なにしろ出産の当事者ですから。 

だけど極端な話、男はほったらかして逃げることができますよね。 

 

そんなリスクがある女性を弱者に追い込む一つの典型的問題が中絶禁止ということで、人間の決定

権を尊重する立場から、「中絶する権利に賛成！推し進めるべきだ！」これがプロチョイスです。 

 

★プロライフは正反対の立場です。もちろん人間には自己決定権がある。 

しかし、自己決定権を持っていても、他の人の命を奪う権利はない。 

赤ちゃんは人間。胎児だって人間。胎児という 自分ではない人の命を奪う権利まで親にはない。 

命を殺してもよい・・・生まれて来た人にこれをやったら殺人ですよね。 

胎内であっても既に人なのだ、という考え方に立っているわけです。 

 

出産において、女性は男性よりも弱い立場に置かれることは認めざるを得ないと思います。 

弱者の権利を擁護する。これは当然なことだと言うのですが、弱者という観点で見るなら、一番弱

いのは胎児です。 
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胎児は「生まれたい！生きていたい！」という意見を述べることができません。 

また「この子宮から出て、もっと安全な子宮に行きたい！」という移動の自由もありません。 

自分が生きるか死ぬか、生殺与奪の権は、自分以外のママが持っているわけですね。 

 

その意味で、最弱者の権利を擁護するという観点でも、プロライフの人たちは中絶アウトです。 

何よりも聖書の観点で見るならば、命は人がどうこうできるものではなく、神の作品なのです。 

 

先日、日本のプロライフ団体の『ライフバトン』、そこのクリスチャンのスタッフから情報が入った

ので、今日はこの際、皆さんにお伝えしておこうと思いました。 

ライフバトンは NPO 法人で、プロライフの立場で活動していますが、基本的なメインのお仕事は 

“産むか中絶か迷っている女性の相談に乗る”。 

助産師やカウンセラーが、養子縁組も含めた解決策を用意しながら寄り添って、授かった命をバト

ンタッチして繋いで行く。それを目的にして活動している団体です。 

 

その方の情報によると、“厚生労働省に経口中絶薬の承認申請が提出されて、現在 承認の方向で話

が進んでいる” ということなのです。 

 

今までは中絶は手術でしたね。掻把（そうは）ですよ。金具を子宮に突っ込んで胎児を掻き出す。 

これは、母体にも大きなリスクを背負わせることになります。 

 

しかし、海外から経口中絶薬が入って来たんです。2 種類の薬を服用します。 

１錠目を飲むと、子宮の中の胎児が餓死する。２錠目で、胎児と胎盤が体外に排出される。 

 

厚生労働省は経口中絶薬認可の方向で動いていますが、条件を付ける方向なんですね。 

“産婦人科医の承認と処方に基づいて初めて、この薬を服用することができる” という条件です。 

 

ところがプロチョイスの方々が、医者の処方によらず、もっと安易に容易に、薬局で自由に入手で

きるようにすべきだ、という大運動を展開しているんです。 

もしそうなると、中絶という絶命行為がなし崩し的に、いつでも・どこでも・だれでも・手軽に行え

るようになるんです。 

 

「いつでも・どこでも・だれでも・手軽にできたら便利じゃない。何か問題あるんですか。」 

大いにあります。聖書によるならば、胎児も人なのです。 

人はオギャーと産まれた瞬間から人間になるのではありません。 

聖書によるならば、子宮の胎内に命として宿った瞬間から人です。 

そして、人が他人の命を奪うのは許されないことなのです。 
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＃5 後編「DNA の神秘を語る聖書」        2022/11/14 

〈 命 の 尊 厳 の 根 拠 と は 〉 
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“母親の子宮の中で既に人なのだ” と明言している聖書の箇所を紹介しましょう。 
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詩篇 139篇 

15 私が隠れた所で造られ、地の深い所で織り上げられたとき、私の骨組みはあなたに隠れてはいま

せんでした。 

16あなたの目は胎児の私を見られ、あなたの書物にすべてが記されました。 

私のために作られた日々が、しかも、その一日もないうちに。 

 

私はダビデ王。あなたはダビデをお母さんの子宮の中で組み立てた創造主なる神。 

あなた（神）の目は胎児の私を見られた。 

 

日本ではオギャーと産まれた時が誕生日でゼロ歳。1 年後の誕生日を迎えて 1 歳ですね。 

でも、韓国などでは産まれた時が1 歳なんです。 

お母さんの子宮の中で暮らした約 1 年間、既に人生が始まっているので、それを勘定に入れている。

だから産まれた時、既に 1 年経っているので 1 歳なんですね。非常に聖書的だと思います。 

 

興味深いのは、私が隠れた所で造られた。隠れた所とは子宮なんです。 

受精した瞬間や妊娠して 1 週間 2週間、ご本人も気付かないんじゃないですか。 

外見では全然分からないですよね。 

 

私たちはみな隠れた所（子宮の中）で造られ、育ちました。 

それを別の表現で、地の深い所で織り上げられた。 

共同訳聖書という日本語の聖書では、地の深い所でつづり合わされたと訳しています。 

織り上げるにしても綴り合わせるにしても、共通点は 1 本の糸ではできないということです。 

綴り合わせるには、2 本の糸を “こより” のようにねじらない限りできません。 

 

私たちが子宮の中で受精卵の状態から胎児として育って行く、この変化・反応を “2 本以上の糸によ

って綴り合わされ、それで刺繍されて行く” と表現して、胎児が受精卵からどんどん大きくなって

行くことを表しているのです。これってDNA のことを表しているんじゃないですか。 

 

DNAは二重らせん構造で、2本の糸がまるで “こより” のようにねじられ くゆられて、

その糸の間に梯子の階段がずらりと繋がる形で、遺伝情報が暗号で書かれています。 

この遺伝情報・DNA の設計図に基づいて、私たちの体が出現しているのです。 

お母さんの子宮の中での反応を、二重らせん構造・こよりの綴り合わされたもので表現

しているのは、実に興味深いと思いませんか。 

聖書は私たちを造られた神の、その設計の方法についても言及していると思うのです。 

 

では、話をまとめましょう。 

ここでは、神があなたを造られたと明言しています。 

そして、あなたの人生は胎児時代から既に始まっていると述べているのです。 

 

つまり、あなたは決して偶然の産物ではない。あなたが生まれて来たのは何かの間違いでもなく、

不運な不幸の出来事でもなく、自然のいたずらでもない。 

たとえご両親があなたの誕生を計画に入れていなかったとしても、神はそうではありません。 

神はあなたの誕生をビックリしたのではなく、心待ちにしておられたのです。 
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お母さんがあなたを身ごもるはるか前に、既に神は、あなたのことを心の中にイメージしておられま

した。地上の人間に先駆けて、あなたの誕生を待ち遠しく思っておられた方。 

それが全知全能の神なんですね。 

 

あなたは運で生まれたのではない。幸運で生まれたのではないんです。 

神の御心、全知全能の御心が「あなたが生まれて来てほしい」と願ったので、あなたはこの世界に誕

生しました。 

 

神がそこまで願われたのには意味・理由があります。あなたの人生には理由があります。 

あなたの姿かたちにも理由があります。あなたの性別・皮膚の色・髪の毛の質・目の色・どの人種か

ら生まれるのか・どの国で・どの時代に生まれるのか、全部意味があるのです。 

その意味は良い意味です。神はあなたに夢を託して、この世界に造ってくださったのです。 

 

あなたを愛しておられるこの創造主を、正確に詳しく書いてあるのが聖書なんですね。 

ごうちゃんねるのこのシリーズでは、聖書の真実についてこれからも紹介して行きますので、よろ

しければ今後もお付き合い下さい。 

 

チャンネル登録もよろしくお願いします。 

ではまた、このチャンネルでお目にかかりましょう。皆さん、お元気でいてください。さよなら。 

 

＊使用した聖書は「聖書 新改訳 2017」です。 


